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５
月
25
日
、
県
総
合
防
災
訓
練
が
本
町
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
災
害
時
に
お

け
る
応
急
対
策
を
迅
速
か
つ
適
切
に
実
施
で
き

る
よ
う
防
災
体
制
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、

県
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
本
町
で
の
実
施

は
、
旧
宮
之
城
町
以
来
、
23
年
ぶ
り
と
な
り
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
住
民
を
は
じ
め
約
90
の
機
関
・
団

体
な
ど
、
あ
わ
せ
て
約
千
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
回
の
訓
練
は
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
に

伴
う
緊
急
安
全
確
保
の
発
令
と
、
県
北
西
部
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
０
の
地
震

が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
メ

イ
ン
会
場
と
な
っ
た
宮
之
城
運
動
公
園
と
総
合

体
育
館
で
は
、
避
難
所
設
置
・
運
営
訓
練
や
、

救
命
・
救
助
活
動
、
自
衛
隊
に
よ
る
炊
出
し
な

ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
た
な
取

組
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
物
資
輸
送

訓
練
や
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー

ム
）
に
よ
る
病
院
支
援
訓
練
な
ど
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
宮
之
城
橋
下
流
の
川
内
川

河
川
敷
で
は
、
消
防
本
部
と
消
防
団
に
よ
る
大

規
模
火
災
消
火
訓
練
が
、
薩
摩
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
衛
隊
や
消
防
団
に
よ
る
孤

立
住
民
の
救
助
訓
練
や
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
避

難
所
運
営
ゲ
ー
ム
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
閉
会
式
で
上
野
俊
市
町
長
は
「
今
回
の
訓
練

を
通
し
て
得
ら
れ
た
貴
重
な
教
訓
を
生
か
し
、

防
災
対
策
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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① 避難者へ健康状態を聞き取り
② ＤＭＡＴによる病院支援訓練
③ 閉会式で一堂に会した訓練参加者
④ 大規模火災消火訓練
⑤ 住民参加のバケツリレー消火訓練
⑥ 陸上自衛隊ヘリコプターによる人員輸送訓練
⑦ 県防災ヘリからの隊員投入訓練
⑧ 車両に閉じ込められた要救助者の救出訓練
⑨ 海上自衛隊による緊急入浴支援セット展開・設置訓練
⑩ ドローンによる支援物資の運搬訓練
⑪ 子どもたちによる避難所運営ゲーム
⑫ 外国人避難者の避難訓練
⑬ 陸上自衛隊によるカレーの炊き出し
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保育料・医療費無償化などの切れ目ない子育て支援
妊婦情報事前登録制度による緊急時の対応支援
児童療育支援、児童虐待対応に対する関係機関との連携強化
探究学習の取組による非認知能力と認知能力の向上
郷土を大切にする心を育成する「さつま学」の推進
学校施設整備・通学路安全対策の推進
生涯学習の充実、推進
人権尊重意識の高揚
文化事業の推進
若者定住支援と空き家活用
デジタル人材育成による人口減少対策

町政運営に向けて

　私たちのさつま町は、急速な人口減少・少子
高齢化の中にあり、特に若年層や生産年齢人口
の減少が著しいところであります。地域経済や
コミュニティの維持、公共サービスの持続可能
性など、多くの課題が山積している状況であり
ます。
　一方で、世界に目を向けますと、気候変動、
紛争、感染症など、複雑で深刻な課題に直面し
ています。そのため、グローバルな視点を持つ
ことも、これらの課題への理解を深め、本町の

未来を考える上でも大切です。
　このような中、私は、１期４年間の経験を礎
に、２期目においては、これまでの実績を土台
としつつ、新たに掲げた５つの重点政策項目を
柱に、未来への挑戦をさらに加速させ、「夢と
希望のあるさつま町」の実現に向けて、全力で
取り組んでまいります。

住民の安全・安心の確保

地域防災力（自主防災組織など）の強化
災害時避難体制の充実
指定避難所のバリアフリー化
地域の消防力の充実・強化
高齢者福祉サービスの充実
障がい者基幹相談支援センターを核とした相談支援体制の整備
特定健診、各種がん検診の充実
予防接種事業の推進
地域医療体制の充実、強化
災害に強いインフラ整備を推進

稼げる農林業・商工業の実現

農林業の生産基盤の整備、強化
６次産業化の推進
スマート農業の推進
担い手支援や農地集積の推進
有害鳥獣対策の強化、ジビエ利活用の推進
ＪＡ北さつまや町商工会、観光特産品協会、行政の連携による
地域ブランド「薩摩のさつま」のブランド力強化
企業誘致と地場産業の育成、支援
新たな起業支援、創業支援
中心市街地の再活性化を推進

子育て世代に選ばれるまちの実現

関係人口・交流人口による活性化

地域の特性や観光資源を生かした観光開発
北薩広域公園周辺の総合的な整備の推進
交流人口の拡大を目的としたにぎわい創出イベントの支援
ホタル再生プロジェクト協議会による現地調査や先進事例の
調査研究
スポーツコンベンションの推進
不足する宿泊施設対策の強化
ふるさと納税新規返礼品や定期便の開拓
クラウドファンディング型ふるさと納税の導入
ふるさと納税寄附者との関係構築による寄附受入額の向上と
関係人口の創出

行政ＤＸと行財政改革の断行

行政手続のデジタル化と業務効率化の推進
行財政改革による効率的な財政運営と事業見直し
人や自然、経済を含めた地域循環型の社会構築
ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の推進
自主財源の確保
職員一人ひとりの意識改革と資質向上
住民目線に立った行政サービスの実現
情報発信の充実、強化
防衛施設整備における地域住民を中心とした
丁寧な情報提供と調整

POINT

POINT

POINT

POINT

POINT

町長が町議会定例会で表明した所信の概要をお知らせします。

ともに創る 夢と希望のあるさつま町 上野 俊市
さつま町長

※全文は町ホームページに掲載

町ホームページでは
　　町長マニフェストもご覧いただけます

町長マニフェスト



まちのニュース

領家会長（左前）から上野俊市町長に新茶が手渡されました

左から井手原消防団長、木場哲志消防長左から井川代表取締役、上野町長

𠮷永さん 永里さん 吉村さん
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　５月11日、宮之城運動公園で区公民館対抗壮年
ソフトボール大会が開催されました。10チームが参
加し、日頃の練習の成果を発揮すべく、熱戦が繰
り広げられました。地域の中心世代である壮年の皆
さんが力強く若々しいプレーを披露し会場を盛り上
げました。大会は各チーム２試合の交流戦で実施さ
れ、参加チームは次のとおりです。平川、永野、鶴田、
白男川、中津川、船木、佐志A、佐志B、紫尾、湯田

壮年ソフトボール ２年ぶり開催

　小学生を対象とした「歯と口
の健康週間」図画・ポスターコ
ンクールが行われました。134
点の応募があり、本町からは柏
原小学校５年の𠮷永希さんが金
賞、山崎小学校５年の永里琉維
さんと、盈進小学校４年の吉村
心希さんが銀賞を受賞しました。

歯を大切にしよう

スローピッチにタイミングをうまく合わせます

　５月21日、薩摩中央家畜市場で肉用牛の品質を
競う川薩春季畜産共進会が行われました。当日は、
川薩地区内から41頭が集まり、本町からは４月の町
春季畜産共進会を勝ち抜いた21頭が出場。会場で
は、体型面と管理面の改善点について審査が行わ
れ、肉用牛若雌１区で㈲馬場種畜牧場の「はなこ号」
が、肉用牛若雌２区で山内初男さんの「せきみち
54号」がそれぞれ最優秀賞１席に選ばれました。

川薩地区で肉用牛の品質競う

　５月26日、町茶生産協会が町に新茶を寄贈しま
した。同協会が町に寄贈するのは今回で26回目。
町内産の茶は、香り高く、甘みのある味わいが特
徴です。領家昭一会長は「今年の一番茶も上々の
出来となっています。県内有数の浅蒸し茶の産地
であるさつま町のお茶をぜひ飲んでいただきたいで
す」と話しました。寄贈された新茶は町のＰＲや、
婚姻届出者へのお祝いに活用します。

町茶生産協会が新茶を寄贈

若雌１区で最優秀賞に輝いた「はなこ号」

スポーツ賞・社会体育功労者賞を28人、５団体が受賞

　４月17日、鹿児島市で消防関係功労者表彰式が開催され、株式会社井川産業が消防団等地域活動表彰
を受賞しました。この表彰は、消防団員である従業員を雇用しているなど、消防団活動に特に深い理解や協
力を示している事業所などに対して、消防庁長官から贈られるものです。同社は、継続的に町消防団への理
解と協力を行った功績が認められ、受賞に至りました。また、同表彰式において、町消防団と町消防本部は、
地域防災力の向上や消防団員の確保などに積極的に取り組む団体として、消防団地域貢献表彰を総務大臣
より受賞しました。５月13日、同社の井川猛志代表取締役と井手原清美町消防団長が役場を訪れ、上野俊
市町長に受賞の報告を行いました。

消防団等地域活動表彰受賞を報告

　町スポーツ協会では、各種大会で優秀な成績を
収められた個人、団体を表彰しています。表彰基
準は県大会優勝、九州や全国大会で入賞、県代表
に選抜された方や社会体育の振興に貢献された方
などです。令和６年度に活躍された方は次のとお
りです。（敬称略。学校は令和６年度時点）

【スポーツ賞・個人】27人
▶バスケットボール：四元裕貴（川内高）、田中
美妃（れいめい高）、﨑本潤、太刀鉾一歩（宮
之城中）

▶バレーボール：山口友奈、稲留凛（鹿児島女子
高）、宮之原大翔、吉永博智、原囿愁穂（川内
商工高）、祝迫凛乃（鹿児島実業高）、内山暖、
福留尚行（宮之城中）、西唯吹（BUSAI9）

▶陸上競技：永福紗愛、南原爽生（盈進小）
▶ウエイトリフティング：岩﨑滉夢、上野聖翔、
中囿郁人、川口映美、⻆井にこら（薩摩中央高）

▶ホッケー：上井茉奈、原之薗真穂、矢野心愛
（川薩清修館高）
▶ローイング：柳田寛太郎、帖佐直哉（川内商工
高）
▶剣道：清水昊（宮之城中）
▶ソフトテニス：川内聡一郎（鹿児島商業高）

【スポーツ賞・団体】５団体
▶宮之城中学校男子野球部
▶盈進排球団スポーツ少年団
▶山崎バレーボールスポーツ少年団
▶宮之城中学校男子駅伝チーム
▶薩摩中央高校女子ウエイトリフティング部

【社会体育功労者賞】１人
▶長濱良博（宮之城屋地支部）

る い

のん

ここね



まちのニュース

初めての放流体験、元気に育ってね！

講演会を熱心に聴く生徒

北原館長と今回整備した簡易テントなどの備品決意を胸に宣誓する教職員

左から上野町長、鳥丸常務取締役

転入教職員宣誓式
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　永野地区で支え合い活動をしている永野・サンス
マイルクラブお助け隊が2025年度ニッセイ財団「生
き生きシニア活動顕彰」を受賞しました。同顕彰は、
元気で活力に満ちた高齢者が主体となって地域貢
献活動を行う団体を顕彰するものです。代表の木
下敬子さんは「協力隊員の皆さんのおかげです。
お互いがこの地域で楽しく過ごせるよう、これから
も助け合っていきたいと思います」と話しました。

生き生きシニア活動顕彰受賞

　５月28日、川内川支流の久富木川で山崎小学校
３、４年生15人がアユの稚魚を放流しました。川
内川漁業協同組合が、子どもたちに川の生態系や
環境保護について学んでもらうため実施。児童は、
川の学習をした後、初めて触れるアユに驚きながら
放流を体験しました。「川の生き物の名前を10匹も
覚えた！」などの声もあり、楽しそうに話しながら、
元気に泳いでいくアユを見送りました。

山崎小学校３・４年生が体験放流

永野・サンスマイルクラブお助け隊の皆さん

　５月31日、ものづくり企業振興会主催によるバ
スケットボールクリニックinさつま町が開催されま
した。町内の小・中・高校生を対象に、鹿児島レ
ブナイズに所属する４人の選手がバスケットボール
の指導を通して交流を行いました。プロ選手の技を
間近で見られ、触れ合える機会となったほか、小学
生は選手と一緒にプレーをし、中高生は効果的な
練習方法を積極的に実践する様子が見られました。

鹿児島レブナイズの選手と交流

　５月22日と23日、宮之城中学校３年生を対象
に、ものづくり企業振興会会員企業が講演を行い
ました。ものづくりへの関心を持ってもらう機会と
して、㈱日特スパークテックＷＫＳに勤務する森園
恵さんと㈱ジクヤ精工の軸屋大輔代表取締役が講
師を務めました。生徒からは「ものづくりの仕事は、
やりがいがあって楽しそう」など感想があり、将来
の進路を考える機会になりました。

ものづくり講演会開催

プロバスケットボール選手から直接指導を受けました

 コミュ二ティ助成事業で備品を整備

　町では、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図
るため、区公民館の備品購入や集会施設の整備など
に対し、宝くじ収益を財源とするコミュニティ助成事
業を活用しています。今回、平川区公民館が助成を
受け、簡易テントや発電機、投光機などを購入しまし
た。北原浩館長は「整備していただいた備品を活用し、
更なる公民館活動の充実に努めていきたいです」と話
しました。

　５月７日、本町の小中学校に赴任した教職員の宣
誓式がありました。転入教職員24人が参加し、代表
して佐志小学校の森謙次校長が「児童生徒の笑顔が
輝き夢に向かってチャレンジする人間性豊かなさつま
っ子となるよう、私たち教職員も学校間を越えオール
さつまで取り組みます」とあいさつ。地域への愛着を
持ってもらうために町のPR動画「ウェルカムピーポー
さつま町」を紹介し、地域ブランド「薩摩のさつま」
認証品の詰め合わせを贈呈しました。

 鹿児島銀行が企業版ふるさと納税で寄附

　春の募金月間（２月１日～４月30日）に募金活動
を行い、各公民会の皆さまのご協力の下、円滑に募
金活動を進めることができました。ご協力いただき誠
にありがとうございました。皆さまから頂いた募金は、
公財かごしまみどりの基金へ納入しました。この募金
は、県内各地の森林整備や緑化推進事業などに充て
られ、本町では小中学校の花苗などの補助費用とし
て大切に活用されています。また、緑の募金の補助
金は、区公民館や公民会、学校、ボランティア団体
などの各種団体が行う公益性のある緑化活動に対し
て補助対象となる場合があります。予算に限りがある
ため、事業を計画する際は、農林課林政係までお問
い合わせください。

　株式会社鹿児島銀行が、本町の最重要課題である
人口減対策の一助となるよう、移住定住促進事業に
対し、企業版ふるさと納税（地方創生応援税）制度
を活用して本町に寄附しました。６月11日には役場で
感謝状贈呈式が行われ、上野俊市町長から同行の鳥
丸陽一常務取締役へ感謝状が贈られました。鳥丸常
務取締役は「今回の寄附対象事業は、さつま町への
転入者・転居者を支援し、都市部からの移住や人材
の還流を目指すものと認識しています。この寄附がさ
つま町のさらなる地方創生の推進につながることを心
より願っています。当行としても、引き続き地域振興
への取組を推進してまいります」と話しました。

お問い合わせ先
　農林課 林政係　☎（0996）24‐8949



覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
！
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協
力
隊
の
最
近
の
お
仕
事
風
景

vol.7 「さつま町季節を味わう」

そういえば最近、
田原のスイレンを見に
行ったけどみきてぃは
もう見た？！

私まだ見られてない
んだよね～！

すごく綺麗だったよ！

ほんとだ～かわいい！
いつまで見られるんだ
っけ？

９月ごろまでは咲いて
るみたいだから行って
みて～！

新たに、地域ブランド薩摩のさつまの公式
オンラインショップ版SNSを開設しました！
商品の魅力をたっぷりお届けします！
ぜひ上記二次元バーコードからフォローを
お待ちしております！

　５月21日に、薩摩のさつま 活動報告会を実施しました。こ
の活動報告会は、薩摩のさつまに関わる団体や認証事業者さ
ん向けに開催しており、令和６年度の活動報告、令和７年度
の活動目標を私たち協力隊からも発表させていただきました。
垣根を越え、ONE TEAMで薩摩のさつまブランド推進に向
き合える機会を目指して引き続き頑張ります！

　求名地区の上中福良公民会の皆さまにお呼びいただき、出前講座に行ってきました！
地域おこし協力隊のミッションである薩摩のさつまのブランド推進についてご紹介したほか、たぐっ
ちゃんとみきてぃの強みを活かした講座を実施！
　栄養士の資格を持つみきてぃが作ったテーマに、たぐっちゃんのイラストを組み合わせ、参加され
た皆さまに「夏を乗り越えるための食事のコツ」を伝授！専門的な知識と分かりやすいイラストで参
加された皆さまと楽しく充実した時間を過ごさせていただきました。
　このような機会でこそお会いできた皆さまとの時間がとても楽しい
ひとときでした！出前講座にお呼びいただきありがとうございました！
※地域おこし協力隊が参加する出前講座では、
　伺う隊員によって講座の内容が変更される可能性があります。

泊野地区出身。
両親と妻、３人の子どもと
泊野地区で暮らしている。
年間数回は同世代の４家族
と「キャンプ場で飲む美味
しいお酒と、子どもたちの
楽しそうな姿を見る時間」
を共有している。消防団員
としても活動中。

三腰 真吾 さん（45）
みこし しんご

　

さ
つ
ま
町
の
高
齢
化
率
は
６
月
時
点
で

43
・
３
％
、
こ
の
う
ち
介
護
認
定
率
は

19
・
７
％
と
な
っ
て
お
り
、
介
護
が
必
要

な
方
へ
さ
ま
ざ
ま
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
紫
尾
地
区

に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ア
ル
テ
ン

ハ
イ
ム
鶴
宮
園
で
介
護
福
祉
士
と
し
て
働

く
、
三
腰
真
吾
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
当
施
設
で
介
護
職
と
し
て
働
き
始
め

た
の
は
、
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
20
歳
の

時
で
し
た
。
高
校
生
の
頃
、
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
を
患
う
祖
父
の
介
護
を
手
伝
っ
た
経

験
が
あ
り
、
そ
れ
が
介
護
従
事
者
と
な
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
当

時
を
振
り
返
る
三
腰
さ
ん
。
ア
ル
テ
ン
ハ

イ
ム
鶴
宮
園
以
外
の
介
護
施
設
で
の
勤
務

も
経
験
し
、
昨
年
か
ら
再
度
勤
務
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
当
施
設
は
、
59
人
の
利
用
者
が
入
所

し
て
お
り
、
主
に
要
介
護
３
以
上
の
方
で

日
常
的
な
介
護
を
必
要
と
す
る
利
用
者
が

多
い
施
設
で
す
。
そ
の
た
め
、
職
員
は
夜

勤
を
含
む
変
則
勤
務
体
制
で
、
食
事
介
助
、

入
浴
介
助
、
移
乗
介
助
な
ど
利
用
者
の
日

常
生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
」
利
用
者
と

接
す
る
う
え
で
、
三
腰
さ
ん
の
心
が
け
て

い
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

　　
「
私
が
担
当
す
る
４
人
の
利
用
者
の
う

ち
２
人
は
１
０
０
歳
以
上
の
方
で
す
が
、

利
用
者
と
接
す
る
際
に
は
笑
顔
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
も
あ

り
ま
す
が
、
利
用
者
か
ら
も
笑
顔
で
応
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
の
仕

事
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
な
と
思
え
る

瞬
間
で
す
」
と
話
す
三
腰
さ
ん
。

　
「
当
施
設
で
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
技

能
実
習
生
３
人
が
勤
務
す
る
な
ど
、
介
護

現
場
も
日
々
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

職
員
同
士
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
な
が
ら
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。
介
護
に
関
す
る
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
も
図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
介
護
現

場
の
第
一
線
で
利
用
者
が
笑
顔
で
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
努
力
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
」

介護福祉士
三
腰 

真
吾

×

コロナ禍を機に始めたキャンプ。休日を調整
して県内外のキャンプ場へ出かけている。



消費生活講座
第134回

屋地
楽習館
図書室

鶴田中央
公民館
図書室

こども図書館～えほんの森～ ☎ 57-1202　　屋地楽習館図書室　☎ 53-1994　　鶴田中央公民館図書室　☎ 53-1111（内線4412）
休館日　【7月】7日、14日、20日、28日　【8月】4日、12日、17日、25日

おすすめの新着本
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証券口座 “乗っ取り”
大切な資産が狙われている！

あかちゃんにこにこ 追跡

資金の窃取

　インターネット取引における不正アクセ
ス・不正取引被害が急増しています。不用意
に開いた添付ファイルやウェブサイトから侵
入され、IDやパスワードを盗まれるもので
す。手口は巧妙で、早急な対応が必要です。

ＦｔＭトランスジェンダーの
ぼくのことを話そう
著 / 江里 ユウキ
講談社

ＦｔＭとは体が女性で心が男性の
トランスジェンダー。自らの波乱
万丈な半生を振り返り、不安を抱
えているすべての人々に贈る「生
きやすい社会」へのメッセージ。

こども
図書館
～えほんの森～

作・絵 / いしかわ こうじ
ポプラ社

著 / 伊岡 瞬
文藝春秋

被害防止のポイント

　口座資金の不正送金や暗号資金への転換。

悪質な相場操縦

　口座を乗っ取り資産を売却。その資金で流
動性の低い銘柄（特に外国株）を大量に購入
する。株価を不正に吊り上げ、自らが別口座
で保有する同銘柄を高値で売却。結局、被害
者の口座には価値の低い株式だけが残る。

パスワードは定期的に変更する。
多要素認証（二要素以上）は必須。

ＯＳやセキュリティソフトを常に最新状態に。

不審なメールに記載されたＵＲＬはクリッ
クしない。

公共Ｗｉ-Ｆｉ接続時の取引は厳禁。

ログインは公式アプリ・ブックマークした
公式ページから。

キャップでSDGsチャレンジ！
おしゃれなしおりやキーホルダーを

作ってみませんか？

日付　８月５日（火）
時間　13時30分～15時
場所　鶴田中央公民館  大会議室
対象　小学生以上
定員　10組（計20名程度）
料金　無料
募集　７月８日（火）から予約開始
　　　定員に達し次第受付終了
申込　各図書室の窓口・電話

青少年読書感想文全国コンクール「課題図書」あります

　町図書室では、小学校低学年～高
等学校の部まで課題図書を揃えてい
ます。楽しい本から心に残る本まで、
あなたはどれを選びますか？この夏
休みにぜひ読んでみてください。

※取引通知を必ず確認し、ログイン履歴・取引履
歴・資産状況のチェックを怠らないことが重要
です。僅かでも不審な点を発見したら、一刻も
早く証券会社に連絡し、指示を仰ぎましょう。

さつまＰＲ課　商工観光係
☎（０９９６）２６‐１８４９

相談は無料です。
秘密は必ず守ります。

土日の相談は消費者ホットライン
☎１８８　泣き寝入りはいややへ

困ったらすぐにご相談ください

SDGs の視点で見てみよう

　本町は令和４年９月22日に「希望輝くさつま町ＳＤＧｓ推進宣言」を行い、町が目指す５つの将来像
を定めました。将来にわたり町民が安心して暮らせる持続可能なまちづくりと地域活性化の実現を目指
し、行政、町民、企業、団体、学校など、さつま町に関わる全ての人が一体となって推進していきます。

　ユニバーサルデザインは、施設や道路だけでなく、家庭内の暮らしの中にもあふれています。
家の中に隠れているユニバーサルデザインを見つけてみましょう。

持続可能なまちづくり

　　　　さんは、バリアフリーとユニバーサルデザインの違いを知っていますか？バリア
　　　　フリーとは、障がいのある人が生活していく上での障壁を取り除くことです。一
方で、ユニバーサルデザインは、年齢や性別、国籍、障がいなどの有無にかかわらず、あ
らかじめ誰もが使いやすいようにデザインされた製品やサービスを指します。普段、何気
なく通り過ぎている自動ドアやスロープ、点字ブロック、音声案内が流れる横断歩道など
も、ユニバーサルデザインの一つです。子どもからお年寄り、車いすやベビーカーを使っ
ている人、荷物を持っていて両手が使えない人など、多くの人が無理なく使える設計にな
っています。また、近年観光客や在留外国人が増えている日本では、日
本語が分からない人でも認識しやすいように、非常口やトイレなどの場
所をものや人の形を模したピクトグラムで表している所もあります。ユ
ニバーサルデザインと聞くと、珍しい設計のものをイメージされるかも
しれませんが、実は身近な製品や施設など至るところにあふれています。
それぞれに施された工夫を知り、理解を深めていきましょう。

ユニバーサルデザイン

皆

Pick Up! 家の中にもユニバーサルデザイン

シリーズ
ＳＤＧｓ
第９回

ど
れ
に
す

る　
小さな

取り組み　 明る
い
未
来

身近にある？ユニバーサルデザイン

非常口のピクトグラム

シャンプーのボトルには、
触っただけでリンスと区別
できるよう、突起が施さ
れています。

総合政策課  企画政策係  ☎（0996）24‐8916問

ワレワレはアマガエル
文・写真/松橋 利光　アリス館

照明のスイッチは、どちら
側でも押せるシーソー型や
手のひらでも押せる大きい
ものが増えています。



さつま町役場　TEL 0996-53-1111　FAX 0996-52-3514
くらしの情報

information
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　人生も一毛作から二毛作に。豊
富な知識と経験を生かし、一緒に
働いてみませんか。条件次第では
入会即就業もできます。参加希望
の方はお電話でお申し込みくださ
い。当日参加も可能です。
■日時　７月15日（火）午前９時
　　　　～午前11時30分
■会場　町シルバー人材センター（旧流水小）
■対象者　60歳以上の町民
○お問い合わせ先
　町シルバー人材センター
　☎（０９９６）２４-１０７７

　年金加入記録や受給手続き（障
害年金・老齢年金請求）などにつ
いての移動年金相談所を開設しま
す。申込みの際、相談者氏名（旧
姓）、配偶者氏名（旧姓）、基礎
年金番号、相談内容、連絡先など
をお知らせください。
※必ず相談時間を予約し、予約し
　た10分前にはご来場ください。
■当日必要なもの
・本人確認書類
・代理の場合は、委任状と代理者
　の本人確認書類
※委任状は所定の様式があります。
　日本年金機構ホームページから
　ダウンロードするか、川内年金
　事務所、役場本庁町民係、両　
　支所町民生活係へお問い合わせ
　ください。

　

■日時　８月21日（木）午前９時
　　　　30分～午後３時30分
■会場　役場本庁１階相談室Ｂ
■申込期間　７月31日（木）～
　　　　　　８月14日（木）

■固定資産税第２期
■国民健康保険税第１期
■後期高齢者医療保険料第１期
■介護保険料第１期
　納期限………７月31日（木）
　口座振替日…７月25日（金）

　毎回、納付書を持って銀行等に
行く手間が省けます。納め忘れの
リスクが、およそ９割減少します。
■手続き場所
　北さつま農業協同組合、鹿児島
　銀行、南日本銀行、鹿児島信用
　金庫、郵便局
■手続きに必要なもの
　通帳、金融機関届出印

　年金からの天引きや口座振替に
していたつもりでも納付書払いに
なっている場合があります。町か
らのお知らせは必ず内容を確認し
ましょう。

○お問い合わせ先
　税務課　収納係
　☎（０９９６）２４-８９２３

　　
　年金を受けている方が亡くなる
と、年金を受ける権利がなくなり
ますが、年金は亡くなった月の分
まで受け取ることができます。年
金を受けていない方が亡くなった
場合でも、遺族年金や寡婦年金、
死亡一時金が支給されることがあ
ります。
■請求できる方
　死亡当時、年金を受けていた方
　と生計を共にしていた遺族
■相談窓口
　役場本庁町民係、両支所町民　
　生活係、川内年金事務所
※権利が発生してから時効まで５
　年（死亡一時金は２年）ですの
　で早めに手続きをしてください。
○お問い合わせ先
　川内年金事務所
　☎（０９９６）２２-５２７６
　　（自動音声案内①→②）　

　この宝くじの収益金は、明るく
住み良いまちづくりに使われます。
パソコンやスマートフォンからも
購入できます。
■種類
○サマージャンボ宝くじ
・１等　　　５億円×23本
・前後賞　各１億円×46本
※当せん本数は発売総額690億円、
　23ユニットの場合
○サマージャンボミニ
・１等　　　３千万円×70本
・前後賞　各１千万円×140本
※当せん本数は発売総額210億円、
　７ユニットの場合
■発売期間　７月11日（金）～
　　　　　　８月11日（月）
■抽選日　８月21日（木）
○お問い合わせ先
　鹿児島県市町村振興協会
　☎（０９９）２０６-１００１

　☎（０９９６）２４-８９４０
・特別児童扶養手当に関すること
　ほけん福祉課　福祉係
　☎（０９９６）２４-８９３０

　
■火災　建物火災
　　　　林野火災
　　　　車両火災
　　　　その他火災
■救急　出動
　　　　急病
　　　　交通事故
　　　　その他
■ドクターヘリ　要請
　　　　　　　　運んだ人
○お問い合わせ先
　町消防本部
　☎（０９９６）５２-０１１９

　養育している方、父または母が
　一定の障がい状態にある家庭の
　児童を養育している方に支給さ
　れる手当です。
■特別児童扶養手当
　精神や身体に障がいがある20歳
　未満の児童を養育する父や母ま
　たは、父母以外の方が養育する
　ときに支給される手当です。た
　だし、障がいを事由に公的年金
　を受けることができる場合や、
　児童福祉施設に入所している場
　合は支給対象になりません。
■ひとり親家庭医療費等助成制度
　父子家庭・母子家庭の親が18歳
　以下の子を養育している場合や
　父母がいない18歳以下の子に対
　し、健康保険給付の高額療養費
　と付加給付を除いた自己負担分
　に対して助成する制度です。助
　成を受けるには事前に受給資格
　者登録が必要です。
○申し込み・お問い合わせ先
・児童扶養手当、ひとり親家庭医
　療費等助成制度に関すること
　こども課　こども支援係

　くらしの困りごとなどの相談に
応じます。お気軽にご利用くださ
い。相談は予約制です。
■日時　毎週木曜日
　　　　午前10時～正午
■場所　宮之城ひまわり館
■相談料　無料
○申し込み・お問い合わせ先
　町社会福祉協議会
　☎（０９９６）５２-１１２３

　児童扶養手当、特別児童扶養手
当、ひとり親家庭等医療費助成は
８月が現況届と所得状況届の提出
時期です。該当者には通知文書を
送りますので、期限内に提出して
ください。
■児童扶養手当
　父母の離婚などにより、父子家
　庭・母子家庭の方、父または母
　と生計を共にしていない児童を

今月の納税

くらしの
情報

町のイベントや手続きなど
様々な情報をお知らせします

税　金

５月の火災・救急

８月は現況届と
所得状況届の提出時期です

サマージャンボ、
サマージャンボミニが発売中

お知らせ

年金相談を委任するとき▶

年　金

移動年金相談所の開設

募　集
シルバー人材センター

入会説明会

年金を受けている方が
亡くなったとき

緑色の封筒は税のお知らせです

口座から自動引き落としにしませんか？

心配ごと相談所を開設します

８月１日以降の資格確認書等について

※１ 令和６年12月２日以降に「資格情報のお知らせ」の交付を受けている70歳未満の方へは、有効期限
　　 がないため、今回、送付はありません。紛失等の場合は申請いただくことで再発行されます。
※２ マイナ保険証をお持ちでも、ご高齢の方や障がいをお持ちの方などでマイナ保険証での受付が困難
　　 な方には申請により「資格確認書」が交付されます。
※３ 後期高齢者医療保険の方は、令和８年７月31日までの暫定的な運用として、マイナ保険証の保有状
　　 況にかかわらず、「資格確認書」が届きます。
※４ 「資格情報のお知らせ」と「資格確認書」は分けて郵送しますので、同じ世帯でも届く時期が異な
　　 る場合があります。

　現在交付されている保険証や資格確認書、資格情報のお知らせ（70～74歳の方）の有効期限は、
７月31日までです。７月中旬頃に、マイナ保険証（健康保険証利用登録をしたマイナンバーカード）
の保有状況により、次のものがそれぞれが届きます。更新手続きは不要です。

国民健康保険・後期高齢者医療保険

【確認・お願い】
　○届いた資格情報のお知らせや資格確認書の記載内容に誤りがないかご確認ください。
　○健康保険の変更（社会保険加入など）があれば14日以内に届出が必要です。
　○現在お持ちの保険証等で、有効期限が７月31日までのものは、期限後にご自身で処分してください。

２件
０件
０件
０件
96件
53件
３件
40件

90人
46人
４人
40人
１件
１人

保険の種類 マイナ保険証 資格情報のお知らせ 資格確認書 郵送方法 ※４ 封筒

国民健康保険
(世帯主様 宛)

あり 〇 ※１ ※２ 普通郵便

紫色
なし 〇 特定記録郵便

後期高齢者医療保険
(各被保険者様 宛)

あり 〇 ※３ 特定記録郵便

なし 〇 特定記録郵便

問 ほけん福祉課 保険係　☎（0996）24‐8932
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有料広告

募 集 中

広報さつまでは、有料広告を募集しています。掲載の１か月前までに申込みが必要です。
掲載料は、１枠１万円/月です。審査等もありますので、詳しくはお問い合わせください。
【お問い合わせ先】　総務課　秘書広報係　☎0996-24-8919

一般事務職
（令和８年４月採用予定）

７/10（木）～８/22（金）

一般事務職
総務課　行政係　
☎（0996）24‐8912

お問い合わせ・お申し込み先

募集職種

９/21（日）
さつま町役場　本庁舎

１次試験日程・会場

職員採用専用サイトを開設しました

さつま町役場　職員採用

申込期間 （別館３階 会議室）

このまちでしかできない仕事が、ここにある。
　～ さつま町の未来をプロデュースせよ！～

さつま町は合併20周年。
「夢と希望のある未来を創る」ために、今、私たちは「まちづくりのプレイヤー」を求めています。
” 新しい挑戦にワクワクできるあなた ”
” 自分のアイディアで地域を動かしたいあなた ”
一緒に「プロデュースする公務員」になりませんか。

職員採用募集案内のほか、先輩職員の声や勤
務条件、福利厚生などの情報を掲載していま
すので、ぜひご覧ください。

さつま町職員採用専用サイト
「パブリックコネクト」

広
　
告



26日 来客対応（フラーゴラッド鹿児島優勝報告） 25日 県総合防災訓練

募集中募集中
お便 り

LINE

住所、氏名、ペンネーム（ない場合は実名で掲載）、
年齢、性別、電話番号を記入し、次の宛先まで
お送りください。

広報さつまにお便りをくださった
方の中から３名様にプレゼント。
ご応募お待ちしております♪

応募方法

郵　送：〒895-1803 さつま町宮之城屋地1565-2
　　　　さつま町役場　広報さつま　行
メール：so-hisyokoho@satsuma-net.jp

※個人情報の取扱い…お便りのご紹介・賞品発送以外の目的では使用しません。

応募締切

７/31
（木）
当日消印有効

広報紙の感想や身の周りの出来事、イラストや写真など、
皆さまの声をお聞かせください。LINEからの応募もＯＫ！
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（令和７年５月）町長の動静 ※主な会議及び行事

さつま町20周年記念

※色・サイズは当選者が選択できます。
　Ｔシャツも選択可能。

Ｔシャツも選べる♪

臨
時
議
会　

▽
行
政
相
談
員
感
謝
状
贈
呈
式　

▽
行
革
推
進
室
協
議　

▽
教
職
員
等
歓
迎
会

行
革
推
進
室
協
議　

▽
来
客
対
応（
㈱
九
州
経
済
研
究
所
）　

▽
来
客
対
応（
宮
之
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）

来
客
対
応（
佐
藤
正
久
参
議
院
議
員
）

さ
つ
ま
町
旬
を
味
わ
う
遠
足

宮
之
城
伝
統
工
芸
セ
ン
タ
ー
祭
り

日
特
ワ
ー
ク
ス
公
園
春
祭
り

来
客
対
応（
㈱
大
進
）　

▽
教
育
委
員
辞
令
交
付　

▽
教
職
員
宣
誓
式

県
観
光
連
盟
会
計
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査【
鹿
児
島
市
】　

▽
㈱
Ｉ
Ｈ
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表
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訪
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鹿
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】　
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会
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絡
会　
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政
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Ｘ
推
進
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ー
報
告　

▽
町
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会
理
事
会
、総
会

川
内
川
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合
水
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演
習【
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摩
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内
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】
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内
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流
改
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促
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会
総
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摩
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】

川
内
宮
之
城
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路
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促
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期
成
会
総
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薩
摩
川
内
市
】　

▽
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生
プ
ロ
ジ
ェ
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ト
協
議
会
総
会

職
員
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会　
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来
客
対
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ン
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）　
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消
防
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報
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会

指
名
推
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委
員
会
報
告　

▽
財
政
課
協
議　

▽
来
客
対
応（
㈱
フ
ォ
ー
バ
ル
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
長
）

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
評
議
委
員
会

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
総
会
・
命
と
暮
ら
し
を
守
る
道
づ
く
り
全
国
大
会【
東
京
都
】　

▽
全
国
水
源
林
造
林
協
議
会
総
会
、懇
談
会【
東
京
都
】

市
町
村
ア
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デ
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ー
表
敬
訪
問【
千
葉
県
】　

▽
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ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
本
社
表
敬
訪
問【
宮
崎
県
】

県
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
総
会【
宮
崎
県
】　

▽
南
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
Ｂ
＆
Ｇ
地
域
海
洋
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
総
会
、意
見
交
換
会【
宮
崎
県
】

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
阿
久
根
川
内
道
路
決
起
大
会【
阿
久
根
市
】

宮
之
城
猟
友
会
定
期
総
会

地
区
行
政
推
進
委
員
・
公
民
会
行
政
連
絡
委
員
研
修
会　

▽
６
月
補
正
予
算
町
長
査
定

政
策
推
進
会
議　

▽
北
薩
地
域
森
林
・
林
業
振
興
協
議
会
委
員
会【
薩
摩
川
内
市
】
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薩
地
域
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業
農
村
整
備
事
業
推
進
協
議
会
総
会【
薩
摩
川
内
市
】　

町
土
地
開
発
公
社
理
事
会　

▽
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
総
会

川
薩
春
季
畜
産
共
進
会　

▽
ダ
ム
・
発
電
関
係
市
町
村
全
国
協
議
会
理
事
会
・
定
例
総
会
合
同
会
議【
東
京
都
】

県
選
出
国
会
議
員
表
敬
訪
問
、要
望【
東
京
都
】

県
総
合
防
災
訓
練
閉
会
式
リ
ハ
ー
サ
ル　

▽
㈱
日
特
ス
パ
ー
ク
テ
ッ
ク
Ｗ
Ｋ
Ｓ
と
の
意
見
交
換
会

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会

県
総
合
防
災
訓
練　

▽
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
宮
之
城
西
部
支
部
研
修
会【
薩
摩
川
内
市
】

新
茶
贈
呈
式　

▽
北
薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
総
会　

▽
国
道
３
２
８
号
整
備
促
進
期
成
会
総
会

来
客
対
応（
フ
ラ
ー
ゴ
ラ
ッ
ド
鹿
児
島
優
勝
報
告
）　

▽
来
客
対
応（
鹿
児
島
地
方
気
象
台
長
）　

▽
水
道
課
協
議

国
道
３
２
８
号
紫
尾
峠
ト
ン
ネ
ル
整
備
促
進
期
成
会
定
期
総
会【
出
水
市
】　

▽
町
商
工
会
総
代
会　

来
客
対
応（
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
鹿
児
島
支
社
長
）　

▽
郡
歯
科
医
師
会
と
の
意
見
交
換
会

町
監
査
委
員
辞
令
交
付　

▽
太
陽
福
祉
セ
ン
タ
ー
辞
令
交
付
式　

▽
九
州
防
衛
局
表
敬
訪
問
、要
望【
福
岡
県
】

九
州
地
方
整
備
局
表
敬
訪
問【
福
岡
県
】　

▽
九
州
地
区
水
源
林
造
林
協
議
会
総
会
、意
見
交
換
会【
熊
本
県
】

九
州
地
区
水
源
林
造
林
協
議
会
研
修
視
察【
熊
本
県
】　

▽
町
顧
問
弁
護
士
と
の
意
見
交
換
会【
鹿
児
島
市
】

鹿
児
島
レ
ブ
ナ
イ
ズ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
in
さ
つ
ま
町

１
日  （
木
）

２
日  （
金
）

３
日  （
土
）

５
日  （
月
）

６
日  （
火
）

７
日  （
水
）

８
日  （
木
）

9
日  （
金
）

11
日  （
日
）

12
日  （
月
）

13
日  （
火
）

14
日  （
水
）

15
日  （
木
）

16
日  （
金
）

17
日  （
土
）

18
日  （
日
）

19
日  （
月
）

20
日  （
火
）

21
日  （
水
）

22
日  （
木
）

23
日  （
金
）

24
日  （
土
）

25
日  （
日
）

26
日  （
月
）

27
日  （
火
）

28
日  （
水
）

29
日  （
木
）

30
日  （
金
）

31
日  （
土
）

■募集期間

■応募規格

■応募方法

■お問い合わせ先

第21回　さつま美術展作品募集
「さつま町のいいね！」を題材としたテーマ部門と自由部門で作品を募集します。
最優秀賞受賞者はさつま町民大会で表彰されます。

９月１日（月）～10月３日（金）

▪クレヨン、水彩、油絵、日本画、ちぎり絵、版画、その他の絵画。
▪中学生以下はＢ３・四切り以下、高校・一般は30号以下のサイズ。
▪テーマ部門、自由部門ともに１人各１点まで。未発表の作品に限ります。

社会教育課文化係または両支所教育係にお持ち込みください。

社会教育課 文化係　☎（0996）26‐1824
　
　
　

つ
ま
町
に
住
み
11
年
目
に
な

　
　
　

り
ま
し
た
。
今
年
は
子
ど
も

の
学
校
行
事
や
部
活
、
町
民
大
会
な

ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
、
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
私
自
身
も
、
子
ど
も
食
堂

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、
地
域

の
方
、
小
学
生
と
の
時
間
を
楽
し
く

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

主
婦
だ
と
な
か
な
か
外
へ
出
る
機
会

が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場

所
や
機
会
が
あ
り
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ

つ
ま
町
が
益
々
す
て
き
な
地
と
な
り

ま
す
よ
う
に
。
20
周
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
 
（
ネ
コ
耳
さ
ん
）

　
　
　
　
　
　
★
★
★

　

毎
日
充
実
し
た
生
活
を
送
ら
れ
て

い
る
と
の
こ
と
、
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
ご
自
身
も
子
ど
も
食
堂
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
さ
れ
、

地
域
の
方
々
や
子
ど
も
た
ち
と
楽
し

い
時
間
を
過
ご
さ
れ
、
忙
し
い
日
々

の
中
で
、
地
域
活
動
に
ご
参
加
い
た

だ
け
る
こ
と
は
、
本
町
に
と
っ
て
大

変
貴
重
な
こ
と
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
さ
つ
ま
町
が
す
て
き

な
地
と
な
る
よ
う
、
私
た
ち
も
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
20
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
支
援
の
お
か
げ

で
す
。
今
後
と
も
さ
つ
ま
町
を
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
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年
に
引
き
続
き
工
芸
セ
ン
タ

　
　
　

ー
祭
り
に
子
ど
も
と
参
加
を

し
ま
し
た
。
自
分
で
作
っ
た
竹
と
ん

ぼ
や
竹
馬
な
ど
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つ
も
の
日
常
じ
ゃ

体
験
出
来
な
い
も
の
ば
か
り
で
喜
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で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
お
昼
の
タ
ケ

ノ
コ
鍋
と
お
に
ぎ
り
も
美
味
し
く
頂

き
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
を
あ
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と
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ご
ざ
い
ま
し
た
。
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今
年
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※
こ
の
ほ
か
に
も
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
章
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
添
削
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

さ

表紙の写真説明

　５月25日に開催された県
総合防災訓練の様子を消防本
部のカメラマンが撮影。写真
は、倒壊した家屋からの救出
訓練の模様です。訓練でした
が、現場は本番さながらの緊
張感に包まれており、私も息
をのむ思いでした。参加者に
とって訓練を積み重ねること
の重要性を再認識する一日と
なりました。（植囿）
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６月子牛せり市結果　期日：６月11日(水)、12日(木) 単位：頭・円・kg（消費税込み、売却分）

広
　
告

広
　
告

令和６年７月１日生まれ

１歳で～す
毎月最初に
生まれた赤ちゃん

ちゃん
いちき え ま

市來 咲茉

咲茉ちゃんへ

虎居地区

お姉ちゃんと仲良く、
これからも元気に
すくすく育ってね♡

さん
さん

父
母
孝　規
美　咲

性別

めす 235 152,938,500 944,900 650,802 301

330

317

727,053

692,461

1,012,000

1,012,000

205,756,100

358,694,600

283

518

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比(対５月分）

29,669円高値

23,957円安値

3,649円高値

誰もがやさしいまちづくりを目指して

　町地域包括支援センターでは、介護者の方が一人で抱え込まずに、なんでも語り、笑い、
分かち合える場となれば…という想いで「介護者の語らう会」を定期的に開催しています。
今回は、祖母の介護をされている方の想いを紹介します。

祖母の介護に想いを寄せて…

　私は、これまでの経験を生かして家族だから
できる介護があると思い、在宅で祖母を介護し
ています。今まで自分のことは自分でできてい
た祖母でしたが、最近ではできないことが増え
たり、新たな一面を見るようにもなり、ショッ
クで現実を受け入れることに時間がかかってい
ます。また、家族の中には介護に抵抗感がある
者もいるため、業務と違って
気楽に交代できないなど大変
なこともあり、家族介護の難
しさを実感しています。それ

次回の「介護者の語らう会」の日程
日時：８月 29日 ( 金 )
場所：宮之城ひまわり館
時間：13時 30分～ 15時

でも日々工夫し、祖母との時間を大切にして、
今後も家族介護を続けていきたいと思います。

原 
蓮
人

西
門 
美
音

下
土
橋 
結
心

須
杭

あ
な
が
わ

西
湯
田
原

良
範

倫都
人

男女 女

は
ら

み

お

し
も
つ
ち
ば
し

れ
ん
と

に
し
か
ど

ゆ
う
み

手
塚 
律
子　
　
　

88

脇 
和
美　
　
　
　

74

瀬
之
口 
嘉
壽　
　

90

市
野 
昭
憲　
　
　

78

下
野 
貞
夫　
　
　

85

井
上 
良
子　
　
　

84

石
野 
義
広　
　
　

66

井
上 
ミ
ツ
子　
　

97

湯
之
元

下
手

城
之
口

き
ら
ら

白
男
川

角
郷

一
ツ
木

城
之
口

木
渋

上
平
川

田
原

東柊
野
中
間
下

湯
田
中

轟
原

天
神

大
薄
下

町地域包括支援センター
☎（０９９６）５２‐４６９０

相談窓口・お問い合わせ
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さつま町２０周年記念

8月23日（土）開会 午前6:00～
さつま町宮之城運動公園 鹿児島県薩摩郡さつま町船木246番地1

TEL :0996-26-1843 受付時間：午前X:XX～午後X：XX
※平日のみ

主催：株式会社かんぽ生命保険、NHK、NPO法人全国ラジオ体操連盟　共催：さつま町、さつま町教育委員会　
後援：さつま町スポーツ協会　協力：日本郵便株式会社、さつま町スポーツ推進委員協議会
主管：株式会社かんぽ生命保険鹿児島支店、NHK鹿児島放送局、鹿児島県ラジオ体操連盟

［開催に関するお問い合わせ先］
 さつま町役場 社会教育課
 スポーツ振興係 

【開催に関するお問い合わせ先】
　社会教育課 スポーツ振興係 ☎（0996）26‐1843

ラジオ体操ポータルサイト

詳しくは
こちらから



竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

総合政策課 地域振興係問

通学優先バス
― 臨時便の運行日 ―

７月：なし
８月：なし

転入　49人　転出　40人　
出生 　2人　死亡　36人　

休日在宅医 / 当番薬局
※都合により変更になる場合があります。受診の際は事前に電話で確認してください。

人口のうごき
令和７年 ６ 月１日現在（前月比）
  人　口  18,026人　（ － 25 ）
    男　    8,462人　（ － 16 ）
    女　    9,564人　（ － ９ ）
  世帯数　 8,645世帯（ － ３ ）

地 域 探 訪

32 慰霊塔
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旧鶴田町戦没者慰霊碑のマップ

７月

８月

６日
13日
20日
21日
27日

３日
10日
11日

祁答院薬局
青空薬局
フタヤ薬局
やまだ薬局
ｍ.ｙ薬局さつま

ウチ薬局
青空薬局
かぐや姫薬局

さつまクリニック
薩摩郡医師会病院
立志クリニック
稲津内科病院
クオラリハビリテーション病院

林田内科
薩摩郡医師会病院
小緑内科

☎21-8085
☎52-0101
☎59-2033
☎52-4585
☎29-3100

☎53-0063
☎52-0101
☎29-3301

☎57-0020
☎53-0326
☎55-9119
☎52-3355
☎53-1704

☎53-1177
☎53-0326
☎52-1676

　戦後80年を迎える今年。私たちは今、改めて平和の尊さ
を深く心に刻むべき時を迎えています。地域探訪では、６
月号から８月号にかけて３回にわたり、各地域にある戦没者
慰霊碑を紹介しています。第２回となる旧鶴田町の慰霊碑
は、鶴田村時代に、満州事変以降の戦没者約300人を慰
霊するため、有志により建立が計画され、村民から寄付を
募りました。建設場所は湯田原の高台の畑に決まり、村費
で20アールの土地を購入して建立されました。同時に鶴田
の南方神社にあった西南戦争の招魂冢と日清・日露戦争の
招魂碑の２基も同地に移設されました。旧鶴田町
の遺族会による慰霊祭は、毎年４月に行われてい
ます。


